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杉並区男女共同参画行動計画（案）の修正一覧 

No 修正箇所 計画改定案 修正内容（修正は下線部） 修正理由 

1 P2 

1 計画改定の趣旨 

3 段目 

○    男女が対等な立場で
互いを認め合い、女性も男性も
すべての個人が「支えあい共に
つくる」自立した主体として、喜
びも責任も分かち合い、その個
性や能力を十分に発揮できる
男女共同参画社会の実現が不
可欠です。 

○基本構想が掲げる将来像を
実現するため、男女が対等な
立場で互いを認め合い、女性も
男性もすべての個人が「支えあ
い共につくる」自立した主体とし
て、喜びも責任も分かち合い、
その個性や能力を十分に発揮
できる男女共同参画社会の実
現が不可欠です。 

・よりわかりやす

い記述に修正 

2 P2 

1 計画改定の趣旨 

4 段目 

○一方、平成 28 年 10 月に区
が実施した「男女共同参画に関
する意識と生活実態調査」（以
下「実態調査」という。）の結果
からは、固定的な性別役割分
担意識や考え方には変化が見
られるものの、男性の長時間労
働など仕事と生活を取り巻く社
会状況、ワーク・ライフ・バランス
の希望と現実のギャップの解
消、企業における女性活躍の
取組の推進、安心して生活でき
る地域づくりなど解決すべき課
題が浮き彫りになりました。 

○一方、平成 28 年 10 月に区
が実施した「男女共同参画に関
する意識と生活実態調査」（以
下「実態調査」という。）の結果
からは、固定的な性別役割分
担意識や考え方には改善傾向
が見られるものの、男性の長時
間労働など仕事と生活を取り巻
く社会状況、ワーク・ライフ・バラ
ンスの希望と現実のギャップの
解消、企業における女性活躍
の取組の推進、安心して生活
できる地域づくりなど解決すべ
き課題が浮き彫りになりました。 

・よりわかりやす

い記述に修正 

3 P3 

3 計画の性格と位置

付け 

 【計画の位置付け】図を修正 ・よりわかりやす

い記述に修正 

4 P5 

6 男女共同参画施策

推進体制 

 杉並区男女共同参画推進会

議・杉並区男女共同参画推進

会議幹事会の図を修正 

・よりわかりやす

い記述に修正 

5 P5 

6 男女共同参画施策

推進体制 

（構成） 

学識経験者 3名以内 

地域団体等推薦者 10 名以内 

一般公募 10 名以内 

（構成） 

学識経験者   、地域団体等

推薦者   、一般公募   等 

・表現の統一を

図るため修正 

6 P6 

7 国、都及び区の動

き 

（1）国の動き 

そのため、第４次計画では、改
めて強調する視点として、①男
性中心型労働慣行等を変革
し、職場･地域･家庭等あらゆる
場面における施策を充実。②
女性活躍推進法の着実な施行
やポジティブ・アクションの実行
等による女性採用・登用の推進
と将来指導的地位へ成長して
いく人材の層を厚くするための
取組の推進。③困難な状況に
置かれている女性の実情に応
じたきめ細かな支援等による女
性が安心して暮らせるための環
境整備。④男女共同参画の視
点からの防災・復興対策・ノウハ
ウを施策に活用。⑤女性に対 

                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     
                     

★区民等の意
見提出手続の
意見を踏まえ、
国の第４次男
女共同参画基
本計画におけ
る目指すべき
社会に関する
図及び第４次
男女共同参画
基本計画にお
いて改めて強
調している視点
に関する図を
追加し、左記の
文章を削除 

 

凡例：★印＝区民等の意見提出手続による意見を踏まえた修正 

・印＝その他の修正 

別紙２ 
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No 修正箇所 計画改定案 修正内容（修正は下線部） 修正理由 

  する暴力の状況の多様化に対
応しつつ、女性に対する暴力
の根絶に向けた取組を強化。
⑥国際的な規範・基準の尊重
に努めるとともに、国際社会へ
の積極的な貢献、我が国の存
在感及び評価の向上。⑦地域
の実情を踏まえた主体的な取
組が展開されるための地域に
おける推進体制の強化、が挙
げられています。 

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

          

 

7 P8 

（3）区の動き 

1 段目 

○「男女共同参画社会をめざ
す杉並区行動計画」について
は、平成７年度にはじめて策定
され、この間、５度にわたる改定
を経て、現行動計画（平成 27
年度改定）に至っています。 

○「男女共同参画社会をめざ
す杉並区行動計画」について
は、平成７年度にはじめて策定
され、この間、６度にわたる改定
を経て、現行動計画（平成 27
年度改定）に至っています。 

・誤記による修

正 

8 P8 

（3）区の動き 

4 段目 

○平成 25 年度の改定にあたっ
ては、これまでの男女共同参画
の取組を踏まえるとともに、基
本構想の策定を機に施策をな
お一層推進していくため、名称
も「杉並区男女共同参画行動
計画 ～理解・信頼・支えあい
の共同参画社会をめざして～」
と改めました。また、      
新たに配偶者暴力防止法に基
づく「市町村基本計画」として位
置づけ、配偶者暴力相談支援
センターの機能整備を行うなど
配偶者等からの暴力防止と被
害者支援の取組を行いました。 
 
 

○平成 25 年度の改定にあたっ
ては、これまでの男女共同参画
の取組を踏まえるとともに、基
本構想の策定を機に施策をな
お一層推進していくため、名称
も「杉並区男女共同参画行動
計画 ～理解・信頼・支えあい
の共同参画社会をめざして～」
と改めました。また、平成 27 年
度の改定では、新たに配偶者
暴力防止法に基づく「市町村基
本計画」として位置づけ、配偶
者暴力相談支援センターの機
能整備を行うなど配偶者等から
の暴力防止と被害者支援の取
組を行い、性的少数者への理
解促進に向けた取組を事業と
して計画化しました。 

・よりわかりや

すい記述に修

正 

9 P11 

目標２ あらゆる分野

で一人ひとりが活躍

できる社会づくり 

5 段目 

○        男女共同参画

に関する認知度や意識は高ま

っているものの、実態調査で

は、「男は仕事、女は家庭」とい

った固定的な性別役割分担意

識を肯定する割合が 30％と根

強く残っています。 

○実態調査では、男女共同参

画に関する認知度や意識は高

まっているものの、    「男は

仕事、女は家庭」といった固定

的な性別役割分担意識を肯定

する割合が 30％と根強く残っ

ています。 

・より適切な記

述に修正 

10 P12 
目標３ すべての人が
尊重され、安心して生
活できる地域づくり 
2 段目 

○暴力は、決して許されるもの
ではない重大な人権侵害で
す。特に配偶者等からの暴力
は、家庭内で起こるため周囲も
気付かないことが多いのが現実
です。潜在化するＤＶ      
被害者支援のため、相談体制
を充実させるとともに、被害者が
一日も早く自立できるよう配偶
者暴力相談支援センター機能
の強化を行います。 

○暴力は、決して許されるもの
ではない重大な人権侵害で
す。特に配偶者等からの暴力
は、家庭内で起こるため周囲も
気付かないことが多いのが現実
です。潜在化するＤＶ（配偶者
等からの暴力）被害者支援のた
め、相談体制を充実させるとと
もに、被害者が一日も早く自立
できるよう配偶者暴力相談支援
センター機能の強化を行いま
す。 

・より適切な記
述に修正 
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No 修正箇所 計画改定案 修正内容（修正は下線部） 修正理由 

11 P13 

計画のさらなる推進の

ために 

3 段目 

○また、男女共同参画社会の
実現のための取組      
は，地域社会において生じる
様々な課題を解決し，男女が
性別を超え、世代を超え、互い
に個性や能力を尊重し、心豊
かに生きることを可能にします。 

○また、男女共同参画社会の
実現のための取組を推進する
ことは，地域社会において生じ
る様々な課題を解決し，男女が
性別を超え、世代を超え、互い
に個性や能力を尊重し、心豊
かに生きることを可能にします。 

・より適切な記

述に修正 

12 P18 

課題１ 家庭生活に

おけるワーク・ライフ・

バランスの推進 

2 段目 

○特に、女性が活躍できる環境
の整備や活躍の場を増やすた
めの取組が重要であり、その前
提条件である「仕事と生活の調
和（以下「ワーク・ライフ・バラン
ス」という。」を一層充実してい
かなければならず、長時間労働
の削減や性別による固定的役
割分担意識の改善、多様な働
き方の導入を区内事業所に普
及するなどの積極的な働きかけ
が求められています。 

○特に、女性が活躍できる環境
の整備や活躍の場を増やすた
めの取組が重要であり、その前
提条件である     ワーク・ラ
イフ・バランス  を一層充実し
ていかなければならず、長時間
労働の削減や性別による固定
的役割分担意識の改善、多様
な働き方の導入を区内事業所
に普及するなどの積極的な働
きかけが求められています。 

・より適切な記

述に修正 

13 P18 

課題１ 家庭生活に

おけるワーク・ライフ・

バランスの推進 

3 段目 

○ワーク・ライフ・バランスの希
望と現実に大きな差が生じてい
る状況において、仕事と生活の
調和を図ることができる社会の
推進を加速するためには、ま
ず、男性が仕事中心のライフス
タイルを見直すとともに、希望
する人が家庭生活や個人の生
活を充実させることができる環
境づくりが重要です。また、女
性の社会参画を進めていくた
めには、出産、育児、介護な
ど、それぞれのライフステージ
に応じて安心して就労を継続
できるような       両立支
援に向けた支援や相談体制の
充実などが必要です。 

○ワーク・ライフ・バランスの希
望と現実に大きな差が生じてい
る状況において、仕事と生活の
調和を図ることができる社会の
推進を加速するためには、ま
ず、男性が仕事中心のライフス
タイルを見直すとともに、希望
する人が家庭生活や個人の生
活を充実させることができる環
境づくりが重要です。また、女
性の社会参画を進めていくた
めには、出産、育児、介護な
ど、それぞれのライフステージ
に応じて安心して就労を継続
できるような仕事と家庭の両立 
   に向けた支援や相談体制
の充実などが必要です。 

・より適切な記

述に修正 

14 P20 

●取組① 安心して

出産と子育てができる

環境の整備（７事業）   

核家族化や地域社会のつなが
りの希薄化が進む中、出産や
子育てにあたり悩みを抱えなが
ら孤立している親も少なくありま
せん。父親・母親の子育てに対
する負担感を軽減し、妊娠期か
ら   子育て期まで、男女がと
もに仕事と家庭を両立させなが
ら、安心して出産と子育てがで
きる環境の整備を推進していき
ます。 

核家族化や地域社会のつなが
りの希薄化が進む中、出産や
子育てにあたり悩みを抱えなが
ら孤立している親も少なくありま
せん。父親・母親の子育てに対
する負担感を軽減し、妊娠期か
ら出産・子育て期まで、男女が
ともに仕事と家庭を両立させな
がら、安心して出産と子育てが
できる環境の整備を推進してい
きます。 

・より適切な記

述に修正 

15 P21 

６ 多様な保育サービ

スの推進 

○ 障害児保育の充実 
障害のある乳幼児がいる保護
者の保育ニーズに対応できるよ
う、区立の障害児指定園を中心
に認可保育所において、障害
児の受け入れを行います。 

○ 障害児保育の拡充 
増加している障害児保育の需
要に応えるため、私立保育園を
含めた障害児の受け入れを進
めるとともに、障害児指定園に
ついて、現在の区立保育園８園
に加え、障害児指定園のない
地域に、今後、新たに区立保
育園を指定します。 

・より適切な記

述に修正 
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No 修正箇所 計画改定案 修正内容（修正は下線部） 修正理由 

16 P21 

６ 多様な保育サービ 

スの推進 

○ 私立保育園における延長

保育の拡充 

保護者の就労時間の多様化や

長時間化などに伴う保育時間

の延長利用に対する需要に応

えるため、延長保育の実施を働

きかけます。 

○              延長

保育の実施 

保護者の就労時間の多様化や
長時間化などに伴う保育需要
に応えるため、延長保育を実施
します。 
一方、保護者の勤務先にもワ
ーク・ライフ・バランス等、適切
な労働環境についての配慮を
促すため、保護者の勤務先に
対し就労時間の延長が必要な
理由書の作成を求めます。 

・より適切な記

述に修正 

17 P21 

６ 多様な保育サービ

スの推進 

○ 病児保育の充実 
病気やけがなどにより、集団保
育が困難な乳幼児を一時的に
預かる事により、保護者の子育
てと就労の両立を支援します。 

○ 病児保育の拡充 
病気やけがなどにより、集団保
育が困難な乳幼児を一時的に
預かることにより、保護者の子
育てと就労の両立支援を行う、
病児保育の拡充を図ります。 

・より適切な記

述に修正 

18 P21 

●取組② 要介護高

齢者支援の充実（３事

業） 

 

介護や支援が必要となり、自宅
での生活が困難となった高齢
者のための施設整備を進めると
ともに、介護の負担を軽減し、
家庭生活と介護の両立を可能
とする支援を充実させます。 

介護や支援が必要となり、自宅
での生活が困難となった高齢
者のための施設整備を進めると
ともに、介護の負担を軽減し、
仕事と介護の両立を可能とする
支援を充実させます。 

・より適切な記

述に修正 

19 P24 

●取組③ 働きやす

い職場づくりの推進

（４事業） 【重点】 

事業所に対して、ワーク・ライ
フ・バランスへの理解を促すとと
もに、そのメリットや先進的な取
組事例の情報提供など積極的
な働きかけを行います。また、
女性活躍推進法の求める一般
事業主行動計画の策定に向け
て、より実効性のある支援策を
検討し、実施していきます。 

事業所に対して、ワーク・ライ
フ・バランスへの理解を促すとと
もに、そのメリットや先進的な取
組事例の情報提供など積極的
な働きかけを行います。また、
女性活躍推進法の周知ならび
に同法に定める一般事業主行
動計画の策定に向けて、より実
効性のある支援策を検討し、実
施していきます。 

・より適切な記

述に修正 

20 P26 

【目標１・課題３ 体系

図】 

18 生活自立支援窓口の運営

（くらしのサポートステーション）

杉並福祉事務所 

18 生活自立支援窓口の運営

（くらしのサポートステーション） 

生活自立支援担当 

・より適切な記

述に修正 

21 P27 

●取組④ 就労の支

援と情報提供の推進

（４事業） 

18 生活自立支援窓口の運営

（くらしのサポートステーション）

杉並福祉事務所 

18 生活自立支援窓口の運営

（くらしのサポートステーション） 

生活自立支援担当 

・より適切な記

述に修正 

22 P28 

課題４ 意思決定過

程における男女共同

参画の推進 

2 段目 

○政策・方針等の意思決定過

程における男女共同参画を進

めていくためには、区民一人ひ

とりが、あらゆる分野の政策・方

針決定の場に参画できる環境

づくりを進めることが重要です。

区の政策や方針決定の場に男

女共同参画の視点を取り入れ

ることができるよう、審議会等に

おける性別のバランスに引き続

き配慮をするとともに、女性の

区の審議会等への     参

画状況を毎年度調査し、積極

的な女性の登用を推進します。 

○政策・方針等の意思決定過

程における男女共同参画を進

めていくためには、区民一人ひ

とりが、あらゆる分野の政策・方

針決定の場に参画できる環境

づくりを進めることが重要です。

区の政策や方針決定の場に男

女共同参画の視点を取り入れ

ることができるよう、審議会等に

おける男女のバランスに引き続

き配慮をするとともに、  区の

審議会等への女性委員の参画

状況を毎年度調査し、積極的

な女性の登用を推進します。 

・より適切な記

述に修正 
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No 修正箇所 計画改定案 修正内容（修正は下線部） 修正理由 

23 P30 

●取組⑥ 審議会等

委員における男女共

同参画の推進（２事

業） 

審議会等における女性の参画

状況を継続的に調査し把握す

るとともに、あらゆる分野におけ

る女性の活躍を推進し、多様な

視点を取り入れるため、女性が

意思決定の過程に積極的に参

画できるよう審議会等委員に   

女性を積極的に登用していきま

す。 

審議会等における女性の参画

状況を継続的に調査し把握す

るとともに、あらゆる分野におけ

る女性の活躍を推進し、多様な

視点を取り入れるため、女性が

意思決定の過程に積極的に参

画できるよう審議会等委員にお

ける女性の登用を推進します。 

・より適切な記

述に修正 

24 P31 

課題５ 防災分野に

おける男女共同参画

の推進 

1 段目 

○東日本大震災の    教訓

として、男女のニーズの違いや

多様な生活者の視点に配慮し

た防災・復興対策、また、地域

防災活動の担い手として女性

を登用するなど、女性の視点を

生かした地域防災の取組が求

められています。 

○東日本大震災の経験と教訓

から、男女のニーズの違いや多

様な生活者の視点に配慮した

防災・復興対策、また、地域防

災活動の担い手として女性を

登用するなど、女性の視点を生

かした地域防災の取組が求め

られています。 

・より適切な記

述に修正 

25 P31 

課題５ 防災分野に

おける男女共同参画

の推進 

3 段目 

○女性の参画による新たな地

域防災計画の策定をはじめ、

震災救援所の運営や災害備蓄

品等のあり方についても、男女

それぞれの視点からの充実を

図っていきます。 

○女性の参画による新たな地

域防災計画の策定をはじめ、

震災救援所の運営や災害備蓄

品等のあり方についても、男女

それぞれの視点を活かし、充実

を図っていきます。 

・より適切な記

述に修正 

26 P33 

●取組⑦ 男女共同

参画に配慮した防災

対策の推進（２事業） 

東日本大震災の教訓から、大

規模な災害時においては男女

双方の視点を防災対策に反映

させることが必要とされていま

す。すべての男女が防災活動

をはじめとした地域、団体活動

に参加し活躍できるよう、総合

的な支援を進めていきます。 

東日本大震災の教訓から、大

規模な災害時においてはさま

ざまな視点を防災対策に反映

させることが必要とされていま

す。すべての人が防災活動を

はじめとした地域、団体活動に

参加し活躍できるよう、総合的

な支援を進めていきます。 

・より適切な記

述に修正 

27 P34 

課題６ 地域における

男女共同参画の推進 

4 段目 

○このような視点を踏まえ、   
             男女がそ
れぞれのライフステージに応じ
て、仕事と家庭だけでなく、地
域に関心を持ち、地域活動や
ボランティアにも積極的に参加
できるよう地域活動環境の充実
に向けた支援を行います。 

○このような視点を踏まえ、性
別や年代を問わず、男女がそ
れぞれのライフステージに応じ
て、仕事と家庭だけでなく、地
域に関心を持ち、地域活動や
ボランティアにも積極的に参加
できるよう社会環境の整備に向
けた支援を行います。 

★区民等意見
等の提出手続
きによる意見を
踏まえ地域活
動の主体につ
いての記述を
追記 
・より適切な記
述に修正 

28 P37 

課題７ 男女共同参

画と人権尊重の意識

づくり 

3 段目 

○誰もが性別や身体機能の違

いに捉われることなく、互いに

認め支えあえる地域社会を目

指し、性的少数者（性的マイノリ

ティ）に対する差別や偏見の解

消など、一人ひとりが互いの人

格や個性を尊重する意識を育

てていきます。 

○誰もが人権を尊重し、互いに

認め支えあえる地域社会を目

指し、性的少数者（性的マイノリ

ティ）に対する差別や偏見の解

消など、一人ひとりが互いの人

格や個性を尊重する意識を育

てていきます。 

・より適切な記

述に修正 
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No 修正箇所 計画改定案 修正内容（修正は下線部） 修正理由 

29 P41 

課題８ 配偶者等暴

力の防止と被害者支

援の充実 

1 段目 

○ＤＶ（配偶者や交際相手等か

らの暴力      ）は重大な人

権侵害であり、男女共同参画を

阻害する大きな問題ですが、被

害者は自分が被害者だと思っ

ておらず、自分が我慢すれば

何とかなるという理由等から誰

にも相談せず、潜在化する現

状があるため、被害者が相談し

やすい体制の整備が求められ

ています。 

○ＤＶ（配偶者や交際相手等か

らの暴力。以下「DV」という。）

は重大な人権侵害であり、男女

共同参画を阻害する大きな問

題ですが、被害者は自分が被

害者だと思っておらず、自分が

我慢すれば何とかなるという理

由等から誰にも相談せず、潜在

化する現状があるため、被害者

が相談しやすい体制の整備が

求められています。 

・より適切な記

述に修正 

30 P41 

課題８ 配偶者等暴

力の防止と被害者支

援の充実 

3 段目 

○         セクシャル・ハ

ラスメントや性犯罪、ストーカー

等の性暴力       に対し

ても、             関連

部署間の連携をさらに密にし、

被害者の状況と意思に応じた

保護を迅速に行うなど、被害者

が自立し安心して生活できるよ

う支援を行います。 

○ＤＶ被害者に限らず、セクシ

ャル・ハラスメントや性犯罪、スト

ーカー等の性暴力の被害者に

対しても、被害者の個人情報の

管理に細心の注意を払い、関

連部署間の連携をさらに密に

し、被害者の状況と意思に応じ

た保護を迅速に行うなど、被害

者が自立し安心して生活できる

よう支援を行います。 

・より適切な記

述に修正 

31 P42 

【目標 3・課題 8 体

系図】 

44 子どもと家庭の相談（ＤＶ相

談） 

44 子どもと家庭の相談        ・より適切な記

述に修正 

32 P43 

●取組⑭ 相談体制

の充実（４事業） 

44 子どもと家庭の相談（ＤＶ相

談） 

44 子どもと家庭の相談        ・より適切な記

述に修正 

33 P44 

●取組⑮ 被害者支

援と各種連携の強化

（３事業）【重点】 

庁内関係各課との連携体制を

強化することで、潜在化する被

害の掘り起こしと被害者の支援

につなげます。 

被害者が安心して生活できるよ

う、被害者の個人情報の管理

の徹底を図るとともに、生活の

ための必要な各種手続きにつ

いて、関係機関との連携体制を

強化し、適切な被害者の支援

につなげます。 

・より適切な記

述に修正 

34 P45 

課題９ さまざまな人

たちの暮らしの安心

に向けた支援の推進 

2 段目 

○さらに、日本で生活する外国

人であることや、女性であること

を理由として複合的に困難な状

況に置かれている場合もありま

す。 

○さらに、性別、国籍、文化等

の違いを理由として複合的に困

難な状況に置かれている場合

もあります。 

・より適切な記

述に修正 

35 P45 

課題９ さまざまな人

たちの暮らしの安心

に向けた支援の推進 

4 段目 

○男女共同参画の視点に立

ち、さまざまな    困難な状

況に置かれている人々が住み

慣れた地域で安心して暮らせる

環境整備に取り組み、支援を

進めていきます。 

○男女共同参画の視点に立

ち、さまざまな理由で困難な状

況に置かれている人々が住み

慣れた地域で安心して暮らせる

環境整備に取り組み、支援を

進めていきます。 

・より適切な記

述に修正 

36 P46 

【目標 3・課題 9 体

系図】 

50 母子生活支援施設への入

所  支援 

50 母子生活支援施設への入

所等支援 

・誤記による 

修正 

37 P48 

●取組⑱ 高齢者の

地域生活支援の充実

（２事業） 

高齢者が住み慣れた地域で   

日常生活を継続できるよう、医

療・介護サービスや生活を支援

するさまざまなサービスを適切

に提供していきます。 

高齢者が住み慣れた地域で安

心して日常生活を継続できるよ

う、医療・介護サービスや生活

を支援するさまざまなサービス

を適切に提供していきます。 

・より適切な記

述に修正 
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No 修正箇所 計画改定案 修正内容（修正は下線部） 修正理由 

38 P50 

課題 10 生涯を通じ

た心とからだの健康

支援 

2 段目 

○超高齢化社会が到来し、平

均寿命が男女とも 80 歳を超え

る中、健康上の問題で生活が

制限されることなく生活できる健

康寿命の延伸が課題となって

います。 

〇生涯を通じた健康（後略） 

 

○超高齢化社会が到来し、平

均寿命が男女とも 80 歳を超え

る中、                

                    

健康寿命の延伸が課題となっ

ています。  生涯を通じた健

康（後略） 

・より適切な記

述に修正 

39 P50 
課題 10 生涯を通じ
た心とからだの健康
支援 
3 段目 

○加えて、年齢や性別、障害の
有無にかかわらず、区民の誰も
がスポーツ活動を楽しめるよう、
スポーツ     機会の提供、
環境整備についても推進して
いきます。 
 

○加えて、年齢や性別、障害の
有無にかかわらず、区民の誰も
がスポーツ活動を楽しめるよう、
スポーツに親しむ機会の提供、
環境整備についても推進して
いきます。 

・より適切な記
述に修正 

40 P53 

計画のさらなる推進の

ために 

1 段目 

○行動計画に位置づけた様々

な男女共同参画に対する取組

を調整し、計画的かつ総合的

に推進していくには、適切な進

行管理のもと、区を挙げた推進

体制が必要となります。「杉並

区男女共同参画推進会議」に

おいて区全体における男女共

同参画施策の進行管理、評価

及び調整をしていくとともに、そ

の実行機関である「杉並区男女

共同参画推進会議幹事会」に

おいて、実効性のある施策の推

進を図っていきます。 

 

○行動計画に位置づけた様々

な男女共同参画に対する取組

を調整し、計画的かつ総合的

に推進していくには、適切な進

行管理のもと、区を挙げた推進

体制が必要となります。「杉並

区男女共同参画推進会議」に

おいて区全体における男女共

同参画施策の進行管理、評価

及び調整をしていくとともに、   

   「杉並区男女共同参画推進

会議幹事会」において、実効性

のある施策の推進を図っていき

ます。 

・より適切な記

述に修正 

41 P53 

計画のさらなる推進の

ために 

3 段目 

○学識経験者や団体推薦、公
募区民から構成される「男女共
同参画推進区民懇談会」を女
性活躍推進法第 23 条の協議
会として位置付け、委員の構成
等を見直すことにより、様々な
分野の活動主体から幅広く多
面的な意見を聞き、男女共同
参画社会の実現に向けた取組
を推進します。 
 

○学識経験者や団体推薦、公
募区民から構成される「男女共
同参画推進区民懇談会」に女
性活躍推進法第 23 条の協議
会としての機能を持たせ、委員
の構成等を見直すことにより、
様々な分野の活動主体から幅
広く多面的な意見を聞き、男女
共同参画社会の実現に向けた
取組を推進します。 

・より適切な記

述に修正 

42 P55 

●取組㉑区役所にお

ける男女共同参画推

進体制の充実（5 事

業）【重点】 

区役所全体で男女共同参画を
推進していくため、       
職員の男女共同参画に対する
意識を高めるとともに、区内事
業者の模範となるよう、区役所
で働く職員が働きやすい環境
整備を行います。 
 

区役所全体で男女共同参画を
推進していくため、区内事業者
の模範となるよう、職員の男女
共同参画に対する意識を高め
るとともに、             
       働きやすい環境整
備を行います。 

・より適切な記

述に修正 

43 P56 

●取組㉒ さまざまな

連携・協働による男女

共同参画の推進（４事

業） 

関係機関、民間団体、ＮＰＯ、
区内事業所、区内地域団体、
庁内関係各課等と連携・協働を
深めることにより、男女共同参
画をさらに推進します。 
 

民間団体、ＮＰＯ、区内事業所
等様々な関係機関と連携・協働
を深めることにより、男女共同参
画をさらに推進します。 

・より適切な記

述に修正 
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No 修正箇所 計画改定案 修正内容（修正は下線部） 修正理由 

44 P56 

70 男女共同参画推

進区民懇談会の充実 

学識経験者や団体推薦、公募
区民から構成される「男女共同
参画推進区民懇談会」を女性
活躍推進法第 23 条における
協議会として位置付け、委員の
構成等を見直すことにより、これ
まで以上に様々な分野の活動
主体から多面的な意見を聴取
します。 

学識経験者や団体推薦、公募
区民から構成される「男女共同
参画推進区民懇談会」に女性
活躍推進法第 23 条における
協議会の機能を持たせ、委員
の構成等を見直すことにより、こ
れまで以上に様々な分野の活
動主体から多面的な意見を聴
取します。 

・より適切な記

述に修正 

45 P56 

71 男女共同参画推

進会議の充実と庁内

連携の強化 

区政の多様な分野にわたる「男
女共同参画行動計画」を着実
に推進していくため、全部長を
委員とする男女共同参画推進
会議を中心とし、区役所全体を
あげて行動計画の推進を進め
ていきます。 

区政の多様な分野にわたる「男
女共同参画行動計画」を着実
に推進していくため、      
男女共同参画推進会議を中心
とし、計画的かつ総合的に全庁
をあげて取り組んでいきます。 

・より適切な記

述に修正 

46 P58 

事業一覧 

18 生活自立支援窓口の運営
（くらしのサポートステーション）
杉並福祉事務所 

18 生活自立支援窓口の運営
（くらしのサポートステーション） 
生活自立支援担当 

・より適切な記

述に修正 

47 P64 

策定経過 

― ― ★区民等の意
見提出手続の
意見を踏まえ、
策定経過を記
載し、区民懇
談会、男女共
同参画推進会
議等の開催日
及び審議内容
についての記
述を追記 


